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Ⅱ．認証を⽀える｢適正テスト｣: 

極めるアナリストたち





Contextual Sensitivity を「見える化」する適正テスト 

−ロシア語版試験問題の作成を踏まえて−

京都外国語大学外国語学部ロシア語学科 専任講師 

三好マリア 

1. はじめに

2021 年夏季に，ISO コミュニティ通訳認証言語能力審査官の林田雅至先生から，京都外

国語大学外国語学部ロシア語学科学科長の林田理惠先生を介して，Contextual Sensitivity を
「見える化」する適正テストのロシア語版を作成しないかという依頼が著者のところに来

た．当時，日本で受験可能な日ロ通訳試験といえば，日本政府観光局（JNTO）が主催とな
って実施しているロシア語通訳案内士試験のみであったが，あくまでも観光業で活躍でき

るガイド養成を行うことに重きを置いているものである．一方，Contextual Sensitivity を

「見える化」する適正テストは，主に防災，環境問題，保健衛生など，観光案内よりはコミ

ュニティ通訳に必要な分野を扱うという点で，ロシア語通訳案内士試験とは意図が大きく

異なると言える． 
著者は上記の依頼を引き受け，当学科の林田理惠学科長，アンナ・バリノワ准教授，石田

麻希子事務助手に多大の御協力を仰ぎ，そのおかげで，音源を含めた Power Point の問題用
紙ならびに Google Forms の回答用紙を仕上げることができた．そして，パイロット版の日
ロ試験を 2021 年 12 月 3 日に，同学科・グレゴリー・ミソチコ准教授を対象に実施した1.
本稿では，Contextual Sensitivity を「見える化」する適正テストのロシア語版作成者側と
して，その作成過程の主な特徴について報告を兼ねて述べることとする． 

2. 本テストに出現する設問のタイプについて

著者は，Contextual Sensitivity を「見える化」する適正テストのロシア語版を作成するこ
ととなった折に，参考資料として現行の日英試験の問題用紙を受け取った．しかし，現実問

題として，ロシア語版を英語版に完全に合致させることが極めて困難であったため，著者な
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りに޽෋をし，試行ޣࡪを܃りศさなけΗばならなかった．そこで，受け取った資料を分ੵ

した݃Վ，ʮમ୔ࢸʯを࣏の三つのタイプに分ྪし，作成に取りֽかることとした．֦問に

おける受験者の৚報ॴ理過程については，林田ଠ（2021）で৆しく述べらΗているが，著者
による分ྪΏ֦タイプのմएはあくまでも著者ಢࣙのմएであり，問題作成上，สٕを図っ

たものであることを言っておきたい． 
タイプᶅは，語ኰ࿨の用語でいう౹合ؖܐ（syntagmatic relations2）にؖΚるʮમ୔ࢸʯ

である．そのうͬ，語と語のؔの౹合ؖܐのみならͥ，同一語内におけるช࣊とช࣊とのؔ

の౹合ؖܐ，いΚΑる正ॽ๑（orthography）にؖΚるʮમ୔ࢸʯもۢพできる．タイプᶆ
は，同じく語ኰ࿨の用語でいうܧ྽ؖܐ（paradigmatic relations3，主にྪٝ語ؖ࿊）にؖΚ

るʮમ୔ࢸʯである．そして，タイプᶇは，ᶅとᶆを合ରしたものであり，౹合ؖܐにもܧ

྽ؖܐにも同時にؖΚるʮમ୔ࢸʯである． 
Contextual Sensitivity を「見える化」する適正テストのロシア語版を作らる必要੓があっ

たのは，全試験のうͬ，問題 1・3 のιέシϥンᶙ，および，問題 2・4 のιέシϥンᶚのみ
である．本稿では，こΗらのιέシϥンに出現するʮમ୔ࢸʯを上記のタイプ͟とに取り上

げ，֦タイプのʮમ୔ࢸʯを考えるにあたり，著者が特に޽෋した点を主として述べること

とする． 
 
 
3. 問題 1・3 のιέシϥンᶙにおけるમ୔ࢸの特੓について 
 
઴述のように，著者は，Contextual Sensitivity を「見える化」する適正テストのロシア語

版の作成に取りֽかる઴に，見本としてその英語版を୰೨にチΥッέしたが，言うまでもな

く，ロシア語はそのߑଆにおいて英語とࣇているところがあΗば，異なる点も਼多くある．

そのため，いくら英語を参লしてロシア語版問題の作成にチϡレンζしようとࢧっても，ୱ

९なຍ訳作業ではうまく行かͥ，日ロྈ言語を߶ౕにӣ用できる受ݗ者にもમ୔を考えさ

せるようなʮમ୔ࢸʯとするためには，ロシア語༙ݽの特੓を活かしながら，૮当の޽෋を

することになった．本ઇでは，まͥ，問題 1・3 のιέシϥンᶙ�の問題作成の特徴Ώ，著者
が主として޽෋した点について言ٶする． 
問題 1・3 のιέシϥンᶙ�は，ロシア語テΫストの音੢を 3 回ซいたޛに，ࣙ分のॽき

取り(ノートテイΫング)にخͰいてชহ஦に用いらΗたୱ語Ώ語ۡと一致する正しいもの
をʮમ୔ࢸʯの஦からમ΁という内༲のιέシϥンである．࢝મ୔ࣞܙであり，1・3 の֦
問題は 10 問の設問からߑ成さΗている．なお，本稿では，สٕ上，ݬଉとして 4 મ୔のう
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ʯのみを取り上げ，そうでないものは「ʞ」でࣖし，঴ྲྀࢸΚΗるʮમ୔ࢧもେනదと࠹ͬ

することとする．また，֪ ร化のܙにこそ঱点が置かΗている৖合をঈき，実ࡏのܙにかか

Κらͥ，全てのʮમ୔ࢸʯを主֪でڏげることとする． 
さて，英語版の問題 1・3 のιέシϥンᶙ�に出現するʮમ୔ࢸʯは，主にタイプᶅのもの

であり，஦でもୱ९な正ॽ๑のஎࣟを問う設問が大部分をઐめる．その一ྭとして，ྭ えば

 げらΗる．4ڏの(1)(2)のようなものが࣏

(1) carbon dioxide / *carban dyeoxide / *carbon dioxide / *carbon dyoxide
(2) atmosphere / *atmosphre / *atmosfire / *atmospheir

ʨ問題 1 ιέシϥンᶙよりʩ 

著者は，上記を参考に，࣏の(3)(4)のようなロシア語問題を作った． 

(3) {ископаемого / *изкопаемого / *из копаемого / *искупаемого} топлива5

ʻ化石೫料

(4) {двуокись / *двухокись} углерода / *{двуокись / двухокись} углевода
ʻ್࢐化୺ો

ʨ問題 1 ιέシϥンᶙよりʩ 

(3)では，ископаемого が正մとなるが，そΗと൅音がඉ৙によくࣇているものを෈正մの

ʮમ୔ࢸʯとしている．۫ରదに，࣏の(3′)にࣖした通りである． 

(3′) иcкопаемого 「۹り出さΗる，۹ࡀさΗる」を意ັし，正մにあたる．ช࣊通り[is]
と൅音さΗ，語ࠞがໃ੢子音の[k]で࢟まるため正ॽ๑にॊってяc-と
௴らΗるંಆࣛが用いらΗている． 

изкопаемого 正ॽ๑上ؔҩった௴りにはなっているが，ંಆࣛのところをՀに яю-
と௴った৖合でも，[z]がໃ੢化して正մと同じく[is]と൅音さΗる．ま
た，яю-というંಆࣛは実ࡏにଚࡑするため，なおさら引っֽかりΏす
いમ୔ࢸであると言える．  

из копаемого 一語ではなく，઴置ࢼʶ໌ࢼの語ۡとして௴らΗたમ୔ࢸである．この

৖合，яю ઴置ࢼがໃ੢子音の[k]で࢟まる໌ࢼに先行する৖合，௴り
に߈らͥໃ੢化して，正մと同じく[is]と൅音さΗるため，引っֽかり
Ώすいમ୔ࢸである6． 

искупаемого ஦の-ёњ-音ઇは，ໃ力点音ઇであるため/k㷜/と൅音さΗ，正մとඉ৙
にྪࣇしたように൅音さΗる7． 
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また，(4)も，двуокись と двухокись，また，углерод と углевод というમ୔ࢸが一ช࣊の

み異なるというޣ௴り࣊の一ྭである．しかし，実ࡏには，ロシア語版の(3)(4)は，英語版
の(1)(2)よりもΏΏ難ҝౕが߶い設問である．なͧなら，९ਰなタイプᶅではなく，タイプ
ᶆの要ોも含まΗているためである．۫ ରదに，(3)では，઴置ࢼの из もܙಊࢼの копаемое

も実ࡏにଚࡑするୱ語であり，そΗͩΗ「ʛの஦から」「۹らΗている」を意ັする．また，

(4)においても，углевода というୱ語は実ࡏにଚࡑし，「୺ਭ化෼」を意ັする．このように，

ископаемого と искупаемого，また，углерода と углевода は，正֮に言うとୱなるޣ௴り࣊

ではなく，いΚΑるྪ音語（allophones）8である．ྪ音ؖܐは言語学上ܧ྽ؖܐにあたるた

め，(3)(4)ともに，タイプᶅではなくタイプᶇに分ྪしたΆうが適઀である． 
タイプᶅのમ୔ࢸには，上述したようなޣ௴り࣊のમ୔ࢸҐ外にも，ช๑にؖΚるમ୔

・げらΗる．(5)はୱ਼ڏの(5)(6)が࣏も見らΗた．英語版の৖合，その一ྭとしてྭえばࢸ
෵਼の࢘い分け，(6)はそΗにՅえてࢼץの用๑にؖΚるમ୔ࢸである． 

(5) hundreds of thousands ��
KXQGUHG�RI�WKRXVDQG�RI�\HDUV���ʞ���ʞ 
(6) vegetation and the oceans / 
YHJHWDWLRQ�DQG�RFHDQV���
YHJHWDWLRQ�DQG�WKH�RFHDQ���ʞ 

ʨ問題 1 ιέシϥンᶙよりʩ 

(5)のୱ਼・෵਼のۢพについては，ロシア語でもある程ౕٛࣇ化できる9のに対し，(6)の
，は作り難い．そこで，著者はࢸたようなમ୔ࣇしないため，こΗとࡑはロシア語にはଚࢼץ

ロシア語の特੓を活かして，࣏の(7)のような਼ࢼと໌ࢼの֪ร化を問うમ୔ࢸを考えた． 

(7) {ɧесколько сотеɧ / *ɧесколько сотɧеɣ / *ɧескольких сотеɧ / *ɧескольких сотɧеɣ} тɵсɹɱ лет 
ʻ਼ॉຬ年 

ʨ問題 1 ιέシϥンᶙよりʩ 

(7)は，ช๑எࣟͫけでմける，そΗΆど難ҝౕが߶くない設問であると言える．(7)にお
ける਼ࢼの ɧесколько は主֪ܙ，ɧескольких は生֪ܙ，また，໌ࢼの сотеɧ は෵਼生֪ܙ，

сотɧеɣ はୱ਼༫֪10ܙであり，いͥΗもଚࡑするܙである．(7)はそΗらの正しいૌみ合Κ
せが問ΚΗるが，そΗを൓இするには，ɧесколько にかかる໌ࢼがՁ֪に当たるのか，また，

ɧесколько の઴にՁが来てそΗがՁ֪を要ٽするのか，つまり઴ޛの౹合ؖܐにؓみる必要

੓があり，(7)のような設問もタイプᶅに当てはまると言える． 
また，英語版の(5)をໝ൥とし，࣏の(8)にあるようなୱ਼・෵਼の࢘い分けを問うમ୔ࢸ
も考えたが，実ࡏにはタイプᶅよりはタイプᶇにۛい੓࣯のમ୔ࢸとなったと言える． 

(8) результатɵ исследоваɧиɹ / *результатɵ исследоваɧиɣ / *результат исследоваɧиɹ / 
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*результат исследоваɧиɣ 
ʻ௒査݃Վ 

ʨ問題 1 ιέシϥンᶙよりʩ 

(8)は，一見，英語版ʮમ୔ࢸʯ(5)とࣇたような設問に見えるが，英語とҩい，ชຼをみ
てもいͥΗのમ୔ࢸも正մとして考えらΗる．この৖合，受ݗ者はՁを頼りとすΗばྒྷいか

と言うと，ࣙ分のϐアリングΏノート・テイΫングのスΫϩである．さらに，ྈ言語におけ

る෵਼ܙの൅音上の大きなҩいは，英語の৖合，子音の[s]あるいは[z]がつくおかげで，௎
力で໎֮にୱ਼・෵਼のۢพがつくのに対し，ロシア語の৖合には子音ではなく฾音がつき，

さらに，そΗがໃ力点音ઇ11を成しໃ੢化することが多いため，༪程ॄ஦してซき取らなけ

Ηば，௎力でۢพし難い৖合が多い．෵਼とୱ਼とで，どΗΆど൅音がࣇࠇしているか，Ծ

記 (8′)にࣖす通りである． 

(8′) результат /r'izul'tÄt/  �  результатɵ /r'izul'tÄt㷕/  
 ʻ݃Վ（ୱ਼ܙ）  ʻঀ݃Վ（෵਼ܙ） 

исследоваɧиɹ /issl
Ëdⓔvⓔn'ijⓔ/ �  исследоваɧиɣ /issl
Ëdⓔvⓔn'ij/ 
ʻ௒査（ୱ਼ܙ）  ʻঀ௒査（෵਼ܙ） 

著者がロシア語版試験に(8)のようなʮમ୔ࢸʯを੟りࠒΞͫことには，࣏の理༟がある．
ロシア語の൅࿫においてਕΏ෼について，そΗが۫ରదにՁਕ（Ձݺ）なのかではなく，一

ਕ（一ݺ）または਼ਕ（਼ݺ）であるということをන現したいとき，ܙ༲ۡࢼ「Ձਕかの」

あるいは「いくつかの」を෉けͥに，ୱにୱ਼ܙまたは෵਼ܙで൅࿫することが多い．しか

し，著者ࣙਐが༙するロシア語を教えるܨ験にলらせば，ロシア語ඉ฾語࿫者のࣘには，(8′)
でࣖしたようなୱ਼・෵਼のඏຽなҩいがซき取りにくいのは事実である．خ本దにୱ਼・

෵਼のۢพをΆとΞどしないと言ΚΗる日本語を฾語とする学स者の৖合には，なおさら

のことである．そのため，本テストの受ݗ者(通訳者)にٽめらΗるॄ஦力Ώ௎力によるซき
分け能力の֪好の試ۜ石として，(8)のようなʮમ୔ࢸʯも取り೘Ηることとした． 
に，同じく問題࣏ 1 び問題ٶ 3 そΗͩΗのιέシϥンᶙに出現するタイプᶆに଒する，ܧ
྽ؖܐを問うʮમ୔ࢸʯについてৰΗてみる．英語版で言うと，࣏の(9)がそΗに当たる． 

����JOREDO�ZDUPLQJ���
JOREDO�KHDWLQJ���ʞ���ʞ 
(10) {reduce / *reduct12 ��ʞ���ʞ`�WKH�ULVN 

ʨ問題 1 び問題ٶ 3 ιέシϥンᶙよりʩ 

(9)における warming と heating は，そΗͩΗ「あたためる」を意ັするಊ13ࢼから来て
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いる．また，(10)では，reduce も reduct も「ఁݰさせる」という意ັを࣍つಊࢼであるが，
reduce のΆうは現େ英語において一ൢదに࢘ΚΗているのに対し，reduct はಊࢼのܙでは
用いらΗなくなっている14という点で࢘い分けらΗている．こΗも，મ୔దܧ྽ؖܐにある

と言える． 
さて，著者がそΗを踏ऽして作成したロシア語版のʮમ୔ࢸʯとして，࣏の(11)(12)がڏ
げらΗる． 

(11) иɧдивидуальɧɵе средства {проɮилактики / *заɳитɵ / *охраɧɵ / *дезиɧɮекɰии} 
ʻݺਕ用ʪ༩防ʙ保ޤʙ保गʙভಡ15ʫ۫ 

(12) {ваɠɧɵм / *ваɠɧеɣɲим} ɷлемеɧтом / {*ваɠɧɵм / *ваɠɧеɣɲим} компоɧеɧтом 
ʻʪ重要なʙ࠹重要なʫ要ોʙʪ重要なʙ࠹重要なʫ成分 

ʨ問題 3 ιέシϥンᶙよりʩ 

(11)では，そΗͩΗ「༩防」「保ޤ」「保ग」とྪࣇした内༲を意ັする໌ࢼが྽ڏさΗて
おり，ܧ྽ؖܐを成している．また，(12)においても，「要ો」ٶび「成分」，さらに「重要
な」ٶび「࠹重要な」という，ࣇ通った意ັを࣍つ，同じくܧ྽ؖܐにあるୱ語が࢝通りの

ૌみ合Κせをߑ成しʮમ୔ࢸʯにڏがっている．このタイプᶇに当たる設問と，上で見てき

たタイプᶅの設問との大きな૮ҩ点は，ޛ者の৖合受ݗ者はࣙ分のՁらかのஎ （ࣟ正ॽ๑Ώ

ช๑౵のஎࣟ）をうまくಊҽさえすΗば，ある程ౕմけるのに対し，઴者ではஎࣟよりはࣙ

分のϟϠに頼らなけΗばいけない点にある． 
ここで，著者が上記の(11)(12)の設問をそのटࢭにؓみて，さらにਬᏑさせてみたものが，

 ．の(13)(14)である࣏

(13) {ɧевидимɵɣ историɱескиɣ / *ɧевидаɧɧɵɣ историɱɧɵɣ ��ʞ���ʞ`�максимум 
ʻྼ࢛上見らΗなかったレϗϩ 

(14) {вɵделɹемɵɣ / *вɵделеɧɧɵɣ / *вɵделɹɸɳиɣсɹ / *вɵделивɲиɣсɹ} при сɠигаɧии 
ʻ೫রにより๎出さΗる 

ʨ問題 1 ιέシϥンᶙよりʩ 

(13)(14)ともに，ં ඎࣛによる意ັの࢘い分けを問う設問であり，受ݗ者によるॽき取り

のスΫϩのみならͥ，Յえて一૜のஎࣟを要ٽする点で，上記の(11)(12)と大きくҩうと言
える．なお，৆しくはޛ述することとする．(13)における ɧевидимɵɣ と ɧевидаɧɧɵɣ，さら

に，историɱескиɣ と историɱɧɵɣ は，そΗͩΗ ɧе видеть（ʻ見えない）と историɹ（ʻྼ࢛）

からഁ生したܙಊࢼとܙ༲ࢼである．この৖合，そのഁ生ંඎࣛが，-им-なのか-аɧɧ-なの
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か，また-иɱеск-なのか-иɱɧ-なのかによって，意ັが異なってくる．そのうͬ，историɱескиɣ

と историɱɧɵɣ よりは ɧевидимɵɣ と ɧевидаɧɧɵɣ のΆうが意ັのҩいがཱིࡏっている．۫ ର

దには，Ծ記(13′)にある通りである． 

(13′) ɧевидимɵɣ � ɧевидаɧɧɵɣ 
ʻ໪に見えない ʻҐ઴見たことのない 
историɱескиɣ � историɱɧɵɣ 
ʻྼ࢛上の ʻྼ࢛దに正֮な 

(14)における вɵделɹемɵɣ, вɵделеɧɧɵɣ, вɵделɹɸɳиɣсɹ, вɵделивɲиɣсɹ は，「๎出する」

を意ັする෈完྅ରの вɵделɹть と完྅ରの вɵделить というಊࢼのいͥΗかからഁ生した

からഁ生しࢼからഁ生したのか෈完྅ରಊࢼの一྽である．なお，そΗらが完྅ରಊࢼಊܙ

たのか，またഁ生に用いらΗたંඎࣛによって多ঙ意ັが異なってくる．(14)は，(13)とҩ
い，意ັのҩいよりは，ニュアンスのҩいを生ͧしめるため，(13)よりմきにくい設問であ
ると言える．۫ରదなニュアンスのҩいは，Ծ記(14′)にࣖした通りである． 

(14′)  вɵделɹемɵɣ 受ಊదに（Ձかによって）܃りศしഋ出さΗる．または，現ࡑഋ出

さΗつつある． 
вɵделеɧɧɵɣ 受ಊదに（Ձかによって）一回のみഋ出さΗた． 
вɵделɹɸɳиɣсɹ 能ಊదに（ঋ手に）܃りศし๎出さΗる．または，現๎ࡑ出さΗつ

つある． 
вɵделивɲиɣсɹ 能ಊదに（ঋ手に）一回のみ๎出さΗた． 

このように，同じタイプᶆの஦にも，੓࣯の異なる設問がࠫพ化できる．一つ໪は，

(11)(12)のようなୱ९なॽき取りのスΫϩでմける設問と，(13)(14)のような，上記にՅえ
て語ኰのஎࣟΏ୻غ記Գ力なども必要となってくる設問である． 
また，タイプᶅの設問でも，ॽき取りのスΫϩはそΗΆど重要ではないと言える．そΗは

なͧか，࣏に৆述する．著者は，2019 年に大ࡗ大学大学Ӆにて「߶ౕ෯プログϧϞ」の࿰
ૌみで֋講さΗたҫྏ通訳養成コースٶび࢚๑通訳養成コースを受講し，また，実ࡏの通訳

現৖においても਼年にΚたるܨ験を੷Ξできている．そのܨ験にؓみて，通訳者が実ࡏにϟ

Ϡを取る৖合，そΗを極めてݸఈదな時ؔ内に行ΚなけΗばならないළൡに特च記ߺを用

いたり，֦ ୱ語の౏஦までしかॽきཻめなかったりすることがΆとΞどである．۫ ରదに，

ྭえば，タイプᶆの(11)に出て来る「иɧдивидуальɧɵе средства проɮилактики」というとこ

ろを，「иɧд� ср�ва проɮ�」などのようにॽきཻめる．そのようにॽきཻめておけば，正մの
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проɮилактики を，෈正մの заɳитɵ，охраɧɵ びٶ дезиɧɮекɰии と正֮にۢพ(ࠫพ化)でき
る．こΗは，タイプᶆの஦でもർֳదմきΏすい設問の一ྭである．しかし，ྭえば，同じ

くタイプᶆの(13)にあった「ɧевидаɧɧɵɣ историɱескиɣ」をॽきཻめる৖合には，おそらく

「ɧевид� истор�」のようなॽきཻめ方をすることになる．しかし，この৖合，上述の(7)とҩ
い，ɧевидимɵɣ なのか ɧевидаɧɧɵɣ なのか，また，историɱɧɵɣ なのか историɱескиɣ なのか，

このϟϠͫけでは൓พできないため，受ݗ者（通訳者）の語ኰのஎࣟΏ୻غ記Գ力が必要と

なってくる．つまり，同じタイプᶆでも，ΏΏ難ҝౕが上がる設問となる．また，タイプᶅ

にあった(7)のような設問も同༹に，受ݗ者（通訳者）が「ɧесколько сотеɧ」を「ɧеск� сот�」

あるいは「ɧеск� 100」とॽきཻめたとすΗば，その正しい௴りはΏはりࣙ分の正ॽ๑のஎࣟ
にخͰいて൓இしなけΗばならない．そういう点では，タイプᶅの設問は，(13)(14)にあっ
たようなタイプᶆの設問とよくࣇていると言える． 

4. 問題 2・4 のιέシϥンᶚにおけるʮમ୔ࢸʯの特੓について

に，問題࣏ 2・4 のιέシϥンᶚについて見ていく．問題 2・4 のιέシϥンᶚは，֦問
題のιέシϥンᶙで音ಣさΗた日本語൅࿫の࿒訳ชが఑ࣖさΗ，ॶʓۯപになっている．ι

έシϥンᶙでॽき取った日本語のϟϠにخͰき，ຍ訳ชのۯപ内に೘る適઀なものをʮમ୔

ʯの஦からમ΁方ࣞのࢸ 4 મ୔ࢸからߑ成さΗ，問題 2 には 28 問，問題 4 には 36 問の設
問から成りཱིっている．

問題 2・4 は，問題 1・3 とҩい，ຍ訳のスΫϩを問うιέシϥンであるため，ܧ྽ؖܐに
ؖΚる，つまりタイプᶆの設問が主である．英語版でいうと，࣏の(13)(14)がそΗに当たる． 

(13) directions / *restrictions / *rules / *manuals
(14) work / *do / *made / *help

ʨ問題 2 ιέシϥンᶚよりʩ 

このうͬ，(14)は，特ఈのชຼにおいてॵめてଠの語とܧ྽ؖܐを成す語（help）が含まΗ
ている点では，上述の(11)とࣇている設問であると言える． 
また，مに，ܧ྽ؖܐも౹合ؖܐも同時に問う，つまりタイプᶅとタイプᶆを合Κせた設

問もある．ྭえば，࣏の(15)がそΗに当たると言える． 

(15) including / *included {smth} / *excluding / *excluded
ʨ問題 4 ιέシϥンᶚよりʩ 
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(15)では，「ʛを含めて」の英訳を当てなけΗばならないが，まͥ，ܧ྽ؖܐにある exclude
と include の஦からમ୔する．そのޛ，そΗが-ed なのか-ingܙ なのかを൓இするが，こܙ
Ηは౹合ؖܐであるため，઴ޛのชຼをἠみ取る必要がある． 
上記の設問をロシア語版にൕӫさせた実ྭは，࣏の(16), (17), (18)である． 

(16) роста / *подɴɺма / *падеɧиɹ / *сокраɳеɧиɹ {туристов}
ʻ（観光਼ٮの）ଁՅ / *ൡӭ / *Ծཚ / *क़ঘ

(17) {ситуаɰиɹ} улуɱɲилась / *измеɧилась / *проɹсɧилась / *смеɧилась

ʻ（য়ڱが）րવした / *รߍした / *はっきりした / *ިେする
(18) посеɳаɸɳих / *приезɠаɸɳих / *переехавɲих / *иммигрировавɲих {əпоɧиɸ}

ʻ（日本）を๜問する / *に౺஥する / *に引っӿす  / *にҢेする
ʨ問題 4 ιέシϥンᶚよりʩ 

(16)は，観光਼ٮがଁえたのかݰったのかというয়ڱを೼Ѵし，ভڊ๑により࢔した್つ
のમ୔ࢸの஦からࣙ分のॽき取りにخͰいてմ答をમべばよい．この三つの஦で࠹もմき

Ώすい設問である．(17)では，измеɧилась と смеɧилась というඉ৙にྪࣇした意ັの್語

が用いらΗており，൅音もよくࣇているため，「য়ڱがรΚった」というชຼが೼Ѵできた

ͫけではଏりͥ，઴者はୱಢでも࢘えるのに対して，ޛ者は必ͥ「ՁにେΚったか，Ձとި

େしたか」というߴが要ٽさΗる，というช๑எࣟが必要となってくる．(18)でも，いͥΗ
もࣇたような意ັのʮમ୔ࢸʯとなっているが，ܧ྽ؖܐのみならͥ，ޛକの əпоɧиɸ との

౹合ؖܐもみて൓இしなけΗばならない16． 
このように，問題 2・4 のιέシϥンᶚでは，ช๑దஎࣟよりも語ኰదஎࣟが必ਤとなっ
てくるが，その理༟は受ݗ者の通訳・ຍ訳スΫϩに主な঱点が置かΗているためと言える． 

5. おΚりに

本稿では，Contextual Sensitivity を「見える化」する適正テストのロシア語版を作成する
にあたり，著者が試験問題を三つのタイプに分ྪし，その分ྪにॊい，ロシア語の設問を考

えたプロιスの特徴について報告した．本テストのロシア語版の作成プロιスは，ୱ९なຍ

訳作業にはならͥ，ロシア語を߶ౕにӣ用できるロシア語ඉ฾語࿫者，また，日本語を߶ౕ

にӣ用できる日本語ඉ฾語࿫者のཱི৖を見ੀえて，受ݗ者にમ୔を໐Κせるような޽෋が

必要であった．その޽෋には，ロシア語の特੓をどう生かせるかという点について，著者は
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大いに考えൊいたのである．݃ Վとして，特৯あるロシア語版試験に仕上げることができた

が，英語版よりΏΏ難ҝౕが߶いテストになったとࠕ，৾りศる．۫ରదに，問題 1・3 の
ιέシϥンᶙについては，ॽき取りϟϠをいͬいͬ参লしなくても，受ݗ者はसಚ(֭ಚ)し
ている正ॽ๑౵のஎࣟのみで，ある程ౕմけるというタイプᶅの設問よりも，語ኰΏช๑の

எࣟも同時に必要となってくるタイプᶇの設問が分ྖదにѻౙదに多くなった．その主な

理༟として，࣏の್つの点がڏげらΗる．

一つ໪は，試験で取り扱ΚΗるテΫストの内༲からすΗば，日࿒ྈ言語においても૮当の

ӣ用能力を࣍つ受ݗ験者を対象としたもののようにࢧえたため，設問も難しく考え過ぎた

್．いはあるݑ つ໪の理༟は，ܧ౹の異なるྈ言語のそΗͩΗの特徴Αえに，ロシア語版を

英語版に完全に合致させることは極めて難かしく，௒੖作業が困難を極めた．しかし，その

௒੖作業に必要な৚報として，ޣ௴り࣊の問題がՁ問，ྪ ٝ語の問題がՁ問かと設ఈすると

いった，試験全ରにおける֦問のׄ合にؖする໎֮な৚報が，受け取った資料の஦には記ࡎ

さΗていなかった．そのため，ʮમ୔ࢸʯの内༲にยりが生ͧ͡るをಚなかった．ޛࠕ，上

記のൕ঴点を踏まえ，֦問のׄ合を設ఈした上でロシア語版のさらなるրવにਜ力したい

とࢧう． 
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1 受ݗ者のミソチコ准教授はロシア語฾語࿫者でありながら，༑Ηた日本語能力を༙し，通訳ܨ験も๝෍
であるため，パイロット版の受ݗ者として࠹適ਕࡒであると൓இさΗた． 

2 現େ言語学ࣛఱ（1988）では，syntagmatic relations は「್つ（Ґ上）の要ોが࿊݃దまたはด྽దに置
かΗて，より大きなୱҒ（unit）を作るؖܐ」とఈٝさΗている． 

3 現େ言語学ࣛఱ（1988）では，paradigmatic relations は「್つ（Ґ上）の要ોが分ཱིద（either-or）ある
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いはഋଠద・મ୔దであること」とఈٝさΗている． 
4 本稿におけるྭชの൬ߺは問題用紙のݬชとは必ͥしも一致しない．また，੗һは෈正մ，イコーϩ記ߺ
は࿪訳，Ծત部は特に஭໪したい՗ॶ，イタリッέରはޛで৆しく言ٶする՗ॶをそΗͩΗࢨす． 

5 生֪のܙ． 
6 さらに言えば，ช๑上でも，もともと из ઴置ࢼがそΗにޛକする඾ࢼに生֪を要ٽし，実ࡏのમ୔ࢸで
ある「из копаемого」においても копаемое をとっているため，なおさら（копаемого）ܙが生֪のࢼಊܙ
引っֽかりΏすくなっていると言える．しかし，この৖合，そもそも઴置ࢼが必要かどうかを݀めるに
は，Ώはり全ରのชຼとの౹語ؖܐをみないといけないため，タイプᶅのમ୔ࢸであると言える． 

7 正մの ископаемого における-ко-音ઇもໃ力点音ઇであり，/kⓔ/と൅音さΗる． 
8 ซこえはよくࣇるが，意ັがҩうという語のこと． 
9 英語にแって実ࡏに作成した設問として࣏の(8)がある． 
10 ୱ਼主֪ܙは сотɧɹ． 
11 アέιントのかかっていない音ઇのこと． 
12 このうͬ，reduct については，現େ英語では，໌ࢼのܙ（reduction）ではよく用いらΗているが，ಊࢼ
のܙではあまり用いらΗていないが，そのஎࣟもΏはり語ኰ࿨のஎࣟに当たる． 

13 warm と heat． 
 ．ではよく用いらΗている（reduction）ܙのࢼ໌ 14
15 「ভಡ」はୱಢでみるとଠのમ୔ࢸとܧ྽ؖܐをなしているとは言いにくいが，設問のชຼにおいての
みྪٝ語として扱える． 

16 əпоɧиɸ（にΆΞを）が対֪になっており઴置ࢼを൒Κないため，મ୔ࢸの஦で༏一対֪とًڠし઴置ࢼ
を要しない посеɳаɸɳих（๜問する）をમ΁．ଠは，同じ対֪とًڠするが，必ͥ，方޴をනす в（ʛ΃）
という઴置ࢼを要ٽする． 
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